
  新居関所周辺活性化協議会 

Ⅱ.地域・商業活性化仕組みづくり計画 

 

1.新居まちづくりの基本的考え方  

新居関所は、旧新居町の町章に形象されるなど、町のシンボルである。 

旧新居町では、平成８年より新居関所を中心に歴史を感じる町並み整備を進め，景観に配慮し

たまちづくりを進めてきた。現在、新居関所の復元整備が進むなか、平成 27年度の完成予定を目

指して、女改め長屋、船会所等の復元整備が進められており、それと同時に国道 301 号の大門の

ある歩道の整備、電線の地中以下事業等も行われ、新居関所を拠点に歴史を感じるまちとして、

さらにグレードアップした再生が期待できる状況にある。 

今回、これらを活用した地域・商業の活性化仕組みづくりにおいて、これらの状況をふまえる

とともに、新居のまちのイメージ明確に発信するために「地域ブランド」を整理する。 

さらに、合併による大きな社会変化で地域の魅力を見失しなわないよう、再評価し、このまち

に対しての愛着と誇りを見直し、次世代に受け継ぐ仕組みづくりを目指す。 

 

１)まちづくりの目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

●目標 

江戸時代より受け継がれたまちの文化、地域資源を活かし、新居関

所周辺に住む人、あるいは町と関わる人々が、このまちにたいして愛

着と誇りを共有し、たくさんの人たちが交流することでまちの価値を

育んでいくことができる地域を目指します。 

 

来訪者・関心のある人：新居の魅力を市民と共有できる人達 

交流 
交流 

交流 交流 

新居のまちづくりを進める人達 

地域と交流し魅力を情報発信する宣伝大使 

人が人を呼ぶ情報発信の取り組み 

新居関所周辺の住民 

住む町に誇りと愛着を持ち自ら動く主体的な

取り組み、当事者意識の自負心を育てる 

新居関所周辺で活動する住民 
 

 

 

 

地域の魅力をよりよいものにする

ための活動や情報発信 
 

地域に訪れる人達へ、地域の魅力を

伝える仕組みと新居関所の手筒花

火など、文化継承のための取り組み  

まちづくり活動 

地域が利用する商いと訪れた達

への商いを、今、地域にあるも

のを活かした商いにつなげる 
 

地域の魅力を商いにつなげ、地

域経済が活性化する取り組み 

周辺商業者 

新居関所 
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２）新居まちづくりの基本方針 

新居の多種多様な魅力があるなか、「関所とまちをつなぐプロジェクト部会」と「関所と商いを

つなぐプロジェクト部会」において、新居の地域ブランドには「新居関所」をシンボルとして発

信する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

新居では「関所」を 

新居の地域ブランドとして発信する 
 

 

｢ブランド｣とは、頭の中に広がるイメージ(世界観)のことです。 

本計画では、「新居」という地域の印象(イメージ)をシンボル的に表

すキーワードを「関所」としました。今後は「新居の関所」が持つ、

「海の関所」、「日本で唯一な施設」、「本物」などのイメージが、同時

に「新居」のイメージとなるよう発信していきます。 

まちの魅力の整理 

○歴史・文化的資源の魅力 

新居関所：160 年の歴史がある面番所等の昔の建物、市所蔵浮世絵 

新居宿 ：城下町風の町割り、町並みの景観、神社仏閣、寺道、紀伊国屋、

小松楼、常夜灯 

地域の祭：手筒花火 

○「人」の魅力 

・町を大事にしている心意気・元気な高齢者・あいさつができる子供達・

住民のネットワーク・人情 

○その他 

食 ：あとひき、うずまき、うなぎ、あさり、牡蠣、シラス、海苔 

海産物 

自然：日の出、夕日、浜名湖、遠州灘 

ようこそ関所と湖のまち 新居 
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地域ブランドとして 

「関所」の発信する世界観 
「関所」と聞いた時にイメージしてほしい内容を整理します。 

このイメージを誘引する、「物｣、「サービス」(町の案内など)、「情報」

などのさまざまなプロジェクトを策定し、町の活性化に結び付けます。 
 
 

●新居関所の価値 

○日本に唯一現存する本物の関所で特別史跡である 

－江戸時代から関所として使われてきた歴史的な価値 

－国の宝として認定されている特別史跡であり、国民の財産で

ある 

 

●新居関所の独自性(他の関所とは違う価値) 

○海の関所である 

－箱根の関所や中山道等の山の関所とは異なる。渡船の発着

場 

○女改め、鉄砲取調べが行われていた 

－江戸を守る要衝･平和を支えていた 

 

○関所があることで伝承された文化・享保年間

(1725 年)から続く手筒花火がある 

 

－継承されてきた手筒花火の町であり、伝承の技を他市町に

伝えている 



  新居関所周辺活性化協議会 

２.地域・商業活性化仕組みづくり計画 

 

１）関所の現状整理 

新居の地域ブランドとして発信する関所の現況について整理する。 

 

(1)運営と体制 

関所は午前 10 時から午後 5 時までであり、市の直営の施設である。新居宿史跡案内人の会の

メンバーが常時 1～３人がガイドとして常駐している。 

・休館日は月曜日(８月除く)と年末年始（26日～1月 2日） 

・駐車場台数は自家用車 32台、大型車両２～５台 

 (2)年間の来館者数 

過去 10 年、関所入館者数の最も多い年は平成 13 年度の 56,794 人であり、ここ 5 年間は、平

成 21年まで増加傾向であったが、平成 22年度は、減少している。 

湖西市の新総合計画では、新居関所の来館者数の増加を成果指標に掲げている。 

(単位：人) 

 平成 19 年度 平成 20年度 平成 21年度 平成 22年度 

入館者数 32,355 32,487 32,508 30,165 

    

   新・湖西市総合計画（P.135 掲載） 

 (単位：人) 

 現状 中間目標(H27) 最終目標(H32) 

入館者数 32,508 45,000 60,000 

 

 

(3)来館者の特性 

小松楼まちづくり交流館として開館する前の旧小松楼の来訪者は、そのほとんどが関所を訪

れた後に来た人であった。平成 20 年度に実施した小松楼の井戸端サロン利用者アンケートによ

ると県外の利用者は約 41％であり、県内中部・東部は 13.8％となり、半数以上が広域からきて

いる人であった。また、年齢層は 65歳以上が 31.6％であるとともに、40代以下のファミリー層

も 27.0％となっていた。 

 

■性別 人数 構成比 ■居住地 人数 構成比 ■年代 人数 構成比 

①男性 

②女性 

無回答 

61 

86 

５ 

 

 

40.1％ 

56.6％ 

3.3％ 

①新居町内 

②静岡県西部 

③中部・東部 

④静岡県外 

無回答 

 

32 

24 

21 

62 

13 

21.1％ 

15.8％ 

13.8％ 

40.7％ 

8.6％ 

①２０歳代以下 

②３０～４０歳 

③４１～５０歳 

④５１～６４歳 

⑤６５歳以上 

⑥７５歳以上 

無回答 

14 

27 

12 

49 

35 

13 

2 

9.2％

17.8％ 

7.9％ 

32.2％ 

23.0％ 

8.6％ 

1.3％ 

合計 152 100％  152 100％  152 100％ 
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(4)イベント・祭 

毎月１回きらく市座によるイベントが開催されている。特に大きな定番イベントは開催されて

いない。 

 

(5)地域住民と関所の関わり 

関所やまちづくりに興味のある住民が参加した平成 23 年度のまちづくり勉強会においてのア

ンケート結果では、ここ約 5 年の間に関所を訪れた回数では、「1 度もない、1 回または 2～3 回

程度」が 64％であった。 

(単位:人・構成比％) 

回答 結果 備考 

1 回 2 回 合計 構成比 

①一度もない ２ 0 2 4.1％  

②１回  10 5 15 30.6％  

③２～３回程度  6 8 14 28.6％  

④４～５回程度 6 0 6 12.2％  

⑤６回以上  6 2 8 16.3％  

⑥その他 3 1 4 8.2％  

計 33 16 49 100％  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1度もない, 

4.1% 

1回, 30.6% 

2～3回程度, 

28.6% 

4～5回程度, 

12.2% 

6回以上, 

16.3% 

その他, 

8.2% 

ここ5年間に関所に訪れた回数 
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 ２）地域・商業活性化仕組みづくり計画 

地域・商業を活性化する仕組みづくり計画は、関所を核として「住民の暮らし」を豊かにする

ことと観光客等来訪者が町の魅力を体験する「もてなし」で構成する。 

現在進められている関所再整備事業は平成 27 年の完成を目指している。町では再整備を契機

に関所の入館者数を増やすことを目標としていることから、本計画がその目標に寄与するととも

に、新居の都市イメージを高め、全国に発信する重要なきっかけとして位置づけて取組むことと

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

祭り会館 

新居の活性化 

新居の町歩き  

新居活性化の構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 くらし 
 住民が日々の暮

らしのなかで郷土

に親しむ 

 

もてなし 
観光客が新居の魅

力を体験する 

 

関所 
ブランド 

 

新居の活性化 

イベント・ 

情報発信 
新居 

関所 
 

 
 

新居の 

関所 

 

 

 

新居の活性化 

新居の花火 
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■戦略１ 「新居から世界へ」ＰＲプロジェクト 

－特別史跡である関所を核としたＰＲ事業やイベントを通して、新居の魅力や

地域資源を住民が自ら発信していく。 

＜戦略の構成要素＞ 

①楽しみながら学ぶまちづくり環境の整備 

②子どもから大人まで誰もが町の宣伝（ＰＲ）大使 

③関所発信イベント 

 

■戦略３ 町なか賑わいづくり拠点整備プロジェクト 

－町なかに住民が集まり、花火や新居文化を体験でき、情報を共有できる拠点

や食や特産品をつかった事業を展開することで、まちの賑わいを創出する。

さらに、観光客が情報とふれあいを得られる場所として、全国に発信できる

施設を整備する。 

＜戦略の構成要素＞ 

 ①「手筒花火なら新居」の環境づくり 

 ②空地を活用した関所周辺のにぎわいづくり 

 ③食や特産品などを活用したにぎわいづくり 

④関所や大御門整備を活かした賑わいづくり 

地域・商業活性化 仕組みづくり計画 
～「くらし」と「もてなし」計画～ 

■戦略２ 新居まち歩き物語 

－住民が主体的に町の資源を磨いて、つなげて、町を楽しく歩く仕組みを提案

する。新居の食や特産品等と商いと結びつけ、着地型観光として商品化を目

指す。 

＜戦略の構成要素＞ 

 ①くらしのなかの町歩き推進事業 

 ②食と歴史と文化をつなげた四季の町歩きルートづくり 

 ③来訪者を誘客する「もてなし」の仕組みづくり 

 

平成 27 年度を目標にアクションプランを実施する 
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戦略１ 「新居から世界へ！」PR プロジェクト  

新居地域内→湖西市内→近隣地域→県内・県外→世界へ 段階を経て発信する 

史跡案内人の会：新居宿史跡案内人の会 活性化協議会 ：新居関所周辺活性化協議会 

 目的 戦略 アクションプラン案 

短
期
（

24
年
度
か
ら

27
年
度
） 

市民が町に興

味を持つ環境

をつくり、新居

の新しいＰＲ

ポイントを発

掘する 

(1)楽しみながら学ぶまちづくり環境の整備  

①市民がまちづくりに興味を持つきっかけづ

くり 
○歩いて回る地域講座の実施 

②市民、それぞれが知っている町良さを発掘

し、発信する 

○新居の有名・偉人探し 

○新居の「へぇー」会議 

○新居検定のバージョンアッ

プと検定の実施 

現在行われて

いる事業を活

かし、地域内交

流や地域外交

流に役立つ情

報を発信する 

(2)子どもから大人まで誰もが町の宣伝（ＰＲ）大使 

①地域情報の発信 〇新居地域内～湖西市内～近

隣地域(舘山寺・雄踏) への

発信 

②新居小学校の親善大使と地域住民をつなげ

る支援を進める 

〇新居小親善への支援 

〇中学校・高校との連携 

③町のパンフレット等既存の情報発信ツール

の見直し（設置場所も含め）と新しい情報

発信ツールの内容の検討 

〇ミニコミ誌・フリーペーパー

（地域向け）の発行 

〇ホームページの拡充 

○新居関連パンフレットの作

成 

平成 27 年を

目指した体制

づくりに着手 

市民の関所へ

の関心を高め

る事業を発信

する 

 

関所のリニュ

ーアルイベン

トを実施し、全

国に発信する 

 

(3)関所発信イベント  

①関所リニューアルイベント内容検討・実施

体制づくり 

○イベント実行委員会(仮称)

の準備会の設立 

②リニューアルイベントについて市民の関心

を高めるプレ事業の実施 

○Ｈ26 年関所プレイベント

の実施 

③関所リニューアル記念イベント(Ｈ27 年)

と家康公顕彰 400 年記念事業等の連携(平

成 27 年（2015 年）に交流参加型イベン

トを企画する 

○Ｈ27 年リニューアル記念

イベントの実施 

〇関所マスコットキャラクタ

ーの設定と活用 

④交通の要所などの人が往来する頻度の高い

場所に発信ツールを整備する 

〇まち中情報発信板の設置 

⑤パンフレットやマップ等関所リニューアル

にむけたＰＲツールづくり 

○関所、大門関連パンフレット

の作成 
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 目的 戦略 アクションプラン案 

中
期 

学び、発掘した

新居の魅力の発

信 

来訪者と交流す

る 

(1)楽しみながら学ぶまちづくり環境の整備  

 ①手作り感のある参加型イベントの創出 〇町並みを使ったフィールド

講座 

②新居まちづくり・町歩きの達人養成の充実 ○達人養成の拡充とネットワ

ークづくり 

認知度を上げ、

交流機会を増や

し、より広範囲

へ発信していく 

 

(2)子どもから大人まで誰もが町の宣伝（ＰＲ）大使 

 ①企業ＣＭ等手筒花火 PR の仕掛けづくり

と実施体制づくり、資金の確保 

企業、観光団体と連携したＰＲ事業を展

開する 

〇静岡県全域への発信 

〇周辺県への発信(愛知県･岐

阜県・長野県) 

関所定番イベン

トを実施し、定

着させる 

 

(3)関所発信イベント  

①交通の要所など人の往来の高い場所に発

信ツールを整備する 

〇全国関所サミットの開催 

②市民の関心をたかめ、関所を学ぶためのツ

ールの制作 

○情報発信板の活用 

長
期 

養成した人材を

活かしたまちづ

くりを展開する 

(1)楽しみながら学ぶまちづくり環境の整備  

①新居まちづくり・町歩きの達人活躍の場づ

くり 

○仮称新居大学など講師登用 

 

広範囲への発信

と広域交流 

(2)子どもから大人まで誰もが町の宣伝（ＰＲ）大使 

 ①子どもガイドとして全国発信 〇日本国内への発信 

②他市町の子どもガイドと交流する 〇世界への発信 

○こどもガイドサミットの実

施 

「海の関所の

町」としての全

国の認知度を高

める 

(3)関所発信イベント  

 ①関所の定番イベントを実施し、固定客をつ

くる 

〇「ＪＲ新居町」駅を「ＪＲ新

居関所」駅の改名 

②交通の要所など人の往来の高い場所に発

信ツールを整備する 

〇バイパス降口にまちや観光

施設へ導く、町の印象を高め

る看板の整備 

○景観の向上 

 

＜数値目標の設定(目安)＞ 

(1)楽しみながら学ぶまちづくり環境の整備  ①講座実施回数/②講座参加者数 

(2)子どもから大人まで誰もが町の宣伝大使 ①年間に発行するミニコミ誌数/②ＨＰアクセス数 

(3)関所発信イベント  ①イベントの入込客数/③発信板設置場所数 
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戦略２ 新居まち歩き物語 
史跡案内人の会：新居宿史跡案内人の会 活性化協議会 ：新居関所周辺活性化協議会 

 目的 戦略 アクションプラン 

短
期
（

24
年
度
か
ら

27
年
度
） 

暮らしの中で

町を歩くきっ

かけをつくる 

市民の定番事

業として町歩

きを定着化さ

せる 

(1)くらしのなかの町歩き推進事業 

①地域の祭典との連携 ○住吉様スタンプラリーのバ

ージョンアップ 

 ②町歩きルートを設定し、他地区の市民が

ウォーキングする市内の市民交流ツアー

をつくる 

○四季の散歩道のルート設定 

○町歩き月間また市民町歩き

イベントの設定 

新居の魅力を

堪能できルー

トを設定する 

(2)食と歴史と文化をつなげた四季の町歩きルートづくり 

①食と歴史が堪能できる新しい散策コース

を設定する 

○有料モニターツアーの実施 

○神社仏閣ご利益ツアーの実

施 

○防災ツアーの実施 

新居流のもてな

し内容を検討

し、もてなしが

出来る人材を養

成する 

(3)来訪者を誘客する仕組みづくり 

①地域の良さを見つけ、発信することがで

きる市民ガイドを養成する 
〇市民観光ガイドの養成講座の

開設 

中
期 

市民の定番事

業として町歩

きを定着化さ

せる 

(1)くらしのなかの町歩き推進事業 

 ①町歩きルート沿道の住民の協力を得て、

それぞれのお宝等を見せる町なか博物館

を展開する 

○町なか博物館(イベント)の開

催 

町歩きツアー

を企画し町歩

きの満足度を

高めていく 

(2)食と歴史と文化をつなげた四季の町歩きルートづくり 

 ①季節ごとにツアーを実施し、新居の季節

の楽しみ方について検討する。 

○年間提供できる食の設定「ぼ

く飯」＋海苔のみそ汁等 

②飲食店とのネットワークをつくり、年間、

四季ごとに提供できる「食」を発信する 

○季節ごとに提供できる食の

設定 

○食堪能ツアーの実施 

おもてなしを

舞坂地区等関

連地域に広げ

ていく 

(3) 来訪者を誘客する仕組みづくり 

 ①ガイド養成講座を定期的に実施し人材を

養成する。養成した人材のネットワーク

組織を立ち上げる 

 

○市民ガイド養成講座の実施 

○講座卒業生のネットワーク組

織の設立とガイドデビュー 
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 目的 戦略 アクションプラン 

長
期 

市民の定番事

業として町歩

きを定着化さ

せる 

(1)くらしのなかの町歩き推進事業 

 ①町歩きルート沿道の住民の協力を得

て、それぞれのお宝等を見せる町なか博

物館を展開する 

○町なか博物館(イベント)の開

催 

町歩きを観光

商品として全

国にＰＲする 

(2)食と歴史と文化をつなげた四季の町歩きルートづくり 

 ①観光協会、商工会と連携し、ツアーの

商品化、定期的に観光客を誘致する 

○町歩きツアーの商品化 

おもてなし人

材の継続的な

養成を進める 

(3) 来訪者を誘客する仕組みづくり 

 ①市民ガイドの組織が立ちあがり、自主的

に事業等を展開する 

○商品化された町歩きツアーへ

の参画 

○ガイドグッズの自主開発 

 

＜数値目標の設定(目安)＞ 

 

  

(１)くらしのなかの町歩き推進事業  ①市民の町歩き満足度 

(2)食と歴史と文化をつなげた四季の町歩きルートづくり ①コース設定数/②コース募集数 

(3)来訪者を誘客する「もてなし」の仕組みづくり ①市民ガイド養成講座参加者数 
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戦略３ 町なか賑わい拠点整備プロジェクト 
 

 目的 戦略 アクションプラン 

短
期
（

24
年
度
か
ら

27
年
度
） 

通年をとして

市民が花火を

体感できる環

境をつくる 

(1)「手筒花火なら新居」の環境づくり 

①夏以外に花火の町を感じられる環境をつく

る 

○花火(祭・イベント)カレンダ

ーの制作 

②手筒花火の無形文化財 ○手筒花火の価値の整理 

○手筒花火シンポジウム 

③町なかを散策する来訪者に「花火の町」の

印象をもたせる仕掛けづくり 

○手筒を活かした商品の開発 

○新・花火や関所をデザインし

た町の小売店の共通包装紙 

町の小さな空

きスペースや

既存施設を使

ったにぎわい

づくり 

(2)空地を活用した関所周辺のにぎわいづくり 

①既存施設や空地等を活用し、情報発信板の設

置や市民が集える環境をつくる 

〇紀伊国屋の蔵活用した手筒

花火資料展示 

○まちかど情報発信板の設置 

②賑わい拠点を整備することの関係機関との

コンセンサスを得ていく 

○拠点整備検討員会等の検討

会議の設立 

町の隠れた逸

品を市民が共

有する 

(3)食や特産品などを活用したにぎわいづくり 

 ①町の特産品素材を整理し、食や土産マップ

など食べる、買える環境をつくる 

○新居の土産物、Ｂ級グルメ

(惣菜)マップ 

 ②商工業者と連携の仕組みをつくり、新居の

特産品ＰＲについて検討する 

〇販売機能等の仕組みづくり

計画の策定(補助金等の申

請) 

整備への関心

を高める 

(4)関所や大御門整備を活かした賑わいづくり 

①関所や大御門、電線地中化等の整備内容を

理解する 

○国道 301 号歩道新設の理解

と協力 

○新居関所復元整備の支援 

②静岡県アダプト制度等の道路の維持管理に

ついて検討する 
○アダプト制度への登録 
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 目的 戦略 アクションプラン 

中
期 

来訪者が花火

の町として感

じられるまち

づくり 

(1)「手筒花火なら新居」の環境づくり 

①町なかを散策する来訪者に「花火の町」の印

象をもたせる仕掛けづくり 

○手筒花火お祭りの時期に手

筒展示 

関所周辺の空

地を使ったに

ぎわいづくり 

(2)空地を活用した関所周辺のにぎわいづくり 

①賑わい拠点整備の社会実験 ○空地にてプレ拠点の整備と

運営 

観光客が新居

の海産物等を

楽しめる環境

づくり 

(3)食や特産品などを活用したにぎわいづくり 

①担い手となる商工業者とのネットワークの

構築し、組織を設立する 

○関係機関と担い手組織の設

立 

○新居版地域ブランド認定 

整備への関心

を高める 

(4)関所や大御門整備を活かした賑わいづくり 

①関所や大御門の維持管理 ○文化財愛護を視点にした維

持管理 

長
期 

「手筒花火の

新居」の全国発

信と花火の町

としての認知 

(1)「手筒花火なら新居」の環境づくり 

①花火会館等新居の花火の歴史や文化が学べ

て楽しめる拠点を整備する 

○空地にてプレ拠点の整備と

運営 

②新居の花火の文化財指定を目指す ○祭り会館等の企画 

関所周辺に賑

わい拠点を整

備する 

(2)空地を活用した関所周辺のにぎわいづくり 

 ①プレ拠点として簡易施設をつくり賑わいの

創出を図る 

○賑わい拠点整備 

○賑わい拠点の開館 

新居の印象を

高める特産品

等の開発と発

信 

(3)食や特産品などをつかったにぎわいづくり 

①新居の既存特産品、浜名湖、海の関所をイメ

ージさせる商品の盛り合わせや組み合わせ

を新居のふるさとパックとして販売する 

○新ふるさとパックの開発 

〇新商品の開発と商標登録 

 ②関所ブランドグッズの開発と発信 ○関所ブランドの新商品の開

発 

 

＜数値目標の設定(目安)＞ 

(1) 「手筒花火なら新居」の環境づくり  ①手筒関連商品数 

(2)空地を活用した関所周辺のにぎわいづくり ①まちかど情報発信板数 ②拠点整備 

(3)食や特産品などを活用したにぎわいづくり ①新居の特産品認定数  

(4)関所や大門整備を活かした賑わいづくり ①維持管理参加者数 
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町なか賑わい拠点整備プロジェクト 

 ■長期事業：賑わい拠点整備－関所周辺に賑わい拠点を整備する 
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Ａ：地域の人達が訪れる機能 

 ○近所の子供達が訪れる施設(駄菓子屋・おでん等) 

 ○地区の人達(新居の住民)が買いに来る施設 

 ○イベントなどに活用できる 

イメージ事例写真 

Ｂ：観光案内所 情報発信機能(他観光地との連携機能) 

 ○いちご狩り観光との連携、物産市などイベントの実施 

 ○海湖館等の観光拠点、道の駅との連携 

 ○来訪者の時間、目的に応じたコース設定、コーディネイトガイドの

拠点 

○地元住民が楽しめる。地元住民が案内できる場所 

■飛騨観光案内所 

時間：8 時 30 分～18

時 30 分(無休) 

高山駅改札口にあり、

パンフレット類がそろ

っている。市内の観光

名所、グルメスポット、

交通情報などが入手で

きる。障害者用観光案

内端末もある 
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Ｃ：食の機能 商いの機能 

 ○土産物の注文販売、関所弁当の開発 

 ○Ｂ級、創作品のチャレンジショップ 

 ○ふるさとパックの継承、お土産版ふるさとパック 

 ○浜名湖の地産地消の注文販売 

平成 24年度 小規模事業者地域力活用新事業全国展開支

援事業に応募 

Ｄ：遠州新居花火伝承館(次世代への文化情報発信) 

 ○新居手筒花火を中心に市内の祭り文化の情報発信 

 ○花火の資料展示・制作過程、映像体験(大スクリーン３Ｄ) 

 ○視覚と聴覚で地域を知らせていく 

●イメージ事例写真(両国) 


